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池之上小学校改築工事基本設計中間報告会を開催しました 

日ごろより、世田谷区の教育行政及び池之上小学校の運営にご理解とご協力をいただき、誠にあ 

りがとうございます。 

さて、事前にお知らせしておりました池之上小学校改築工事基本設計中間報告会について、令和 

２年１２月９日(水)１６時からと１９時からの２回に分け、新型コロナウイルス感染症拡大防止対 

策を徹底したうえで、池之上小学校第二校舎体育館にて開催いたしました。 

会場では、改築工事スケジュール、平面・立面図等についてご説明いたしました。２回の報告会 

で計１５名の方にお越しいただき、様々なご意見・ご質問をいただきましたので、区からの回答を 

含めご報告いたします。 

なお、報告会資料につきましては、下記の区のホームページに掲載しております。 

ご不明な点がございましたら、下記お問い合わせ先までご連絡ください。 

 

世田谷区ホームページ『池之上小学校の改築状況』 

（目次から探す「子ども・教育・若者支援」→小・中学校「学校改築状況」）』 

ＵＲＬ： https://www.city.setagaya.lg.jp/mokuji/kodomo/005/007/d00181332.html 

 

 

＜お問い合わせ先＞ 

【報告会、設計に関すること】 

担当：施設営繕担当部 施設営繕第二課 施設整備担当  髙山・久津輪  

電話：０３－５４３２－２６２３   

【小学校に関すること】 

担当：教育委員会事務局 教育総務部 教育環境課 教育環境担当 田中・中島 

電話：０３－５４３２－２６６５   

□ 全体スケジュール（予定） 

 

https://www.city.setagaya.lg.jp/mokuji/kodomo/005/007/d00181332.html


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
カラー版はホームページをご覧ください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
カラー版はホームページをご覧ください。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 

 
 

 □説明会での主なご意見・ご質問と回答（要旨） 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

NO ご意見・ご質問 回  答 

１ 少子化の中、既存校舎より面積が増え

ているのはなぜか。 

世田谷区では総人口が増加しており、児童数も増えてい

ます。池之上小学校では、最大１４クラスになると予測

しています。また、新ＢＯＰ等の場所の確保等、必要な

面積が増えています。 

２ 説明会の住民意見に対して議事録等

で回答がほしい。 

承知しました。（適宜、「改築だより」等により回答い

たします。） 

３ 木造校舎という考え方はないのか。 校庭を可能な限り大きくするため、体育館の上にプール

を設ける必要があり、今回は鉄筋コンクリート造一部鉄

骨造を採用する予定です。 

４ すまいるルームは人目を気にせずに

入れる場所としてほしい。 

特別支援学級は１階の静かな場所とし、すまいるは広い

場所に面積を確保するという考えもあり、２階の北側の

位置に配置しています。 

５ ＰＴＡや同窓会の部屋はどこにある

のか。 

ＰＴＡは２階南西の地域学校会議室を使用します。同窓

会（資料室）は当面の間、ワークスペース等の空き教室

を使用する予定です。 

６ 保育待機児童も解消している状況だ

が、池之上小学校に保育園は必要なの

か。 

保育待機児童は解消したものの、引き続き北沢地域周辺

は保育施設を整備する優先度が高い地域となっていま

す。 

７ マンホールトイレ西側には壁や塀を

設置するのか。においや視線に留意し

てほしい。 

２ｍ程度の目隠しフェンス等を設置する予定です。 

８ 北側フェンスは既存より南に移動し、

歩道を作るのか。既存の桜を切った場

合でも緑地帯を作るのか。 

歩道、植栽を整備する計画です。既存の桜は樹木診断、

根の隆起している状況を踏まえ、移植や伐採も検討して

いきます。 

９ 屋上緑化は菜園としても利用できる

のか。 

菜園として利用できるように計画しています。 
 

10 南門からは、スロープを上って校庭へ

アクセスするのか。 

道路と敷地に高低差があるため、スロープとする計画で

す。 


